
「市民の駅“○○”」の 
 駅長さんになりませんか？ 

 

アルヴェ市民活動フェスタ2016 

 Akita Community Station  Association 

2016年2月27日 

１／９ 



観光客への 
きめ細やかな案内 

人と人との出会いや 
交流の場 

地域の活性化 

●商店や宿泊施設が運営主体 
 
●観光客やビジネス客へ地域の見所や情報を提供 
 
●運営協議会が「市民の駅“○○”」の認定・全体調整 

２／９ 



 

（１）「道の駅」「まちの駅」など観光拠点が少ない 

（２）観光客の多様なニーズに対応しきれない（広く浅く） 

３／９ 



 

（３）地域活性化が必要 
   （人口減少と高齢化、商店街が寂しい) 

４／９ 



（１）「道の駅」「まちの駅」など観光拠点が少ない 

（２）観光客の多様なニーズに対応しきれない（広く浅く） 

（３）地域活性化が必要（人口減少と高齢化、商店街が寂しい) 

市内で独自の認定基準をつくり気軽に旗揚げ 
既存商店・宿への公募で費用を最小限に 

地域単位で地域密着情報を提供（せまく、深く） 

身近な地域での連携や県外客との交流で活性化 
高齢者が社会的役割を持つのは介護予防効果 

５／９ 



地域の窓口になります 

きめ細やかな まち案内で 
“おもてなし”します 

ひと・まち・情報のテーマをつなぐ 
地域の活動拠点になります 

課題解決のため、 
 「市民の駅“○○”」を作ります！ 

６／９ 



 

商店、旅館 

運営協議会 行政 

○ まち案内 
○ 地域の手作りマップの作成 
○ 得意とするものを提供 

○ 駅長の公募 
○ 市民の駅の認定 
○ 勉強会・交流会の開催 

○ 既存機関との連携構築 
○ 地域団体との共同企画 
○ イベント情報の発信 

（駅の運営・駅長） 

（連携） （全体の調整） 

７／９ 



 

コミュニケーション、
情報交換の場 

地域への愛着 

転入者も入り込みやすい場 

多彩な催しの開催拠点 
独自性のある
地域づくり 

マーケティングや 
販路開拓のきっかけ 

８／９ 

市民の駅 



 

９／９ 
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